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1. 研究背景 

偏光回折格子（PG : Polarization Grating）は

高効率でかつ大きな回折角度を実現できるこ

とで注目されている[1, 2]．一般に，PGは液晶

分子の異方性を利用して構成される．しかし，

光通信に用いる場合，耐光性や耐熱性，耐湿性

などの信頼性が求められるため，有機材料より

も無機材料である方が望ましい．そこで，私た

ちはシリコン基板表面に構造性複屈折を持た

せて 1/2波長板を実現する構造を求め，この 1/2

波長板を基に偏光回折格子の設計を行った． 

2. 1/2 波長板の設計 

図 1に示すように 1/2波長板の光学軸を回転

させて揃えることで，PG が実現可能である．

無機材料で 1/2 波長板を実現するために，図 2

に示すようなサブ波長構造を利用する．そこで，

1/2波長板を実現する最適な構造を FDTD法に

より求めた．格子の高さ h を 0.68 µmとして，

格子の幅 w と溝の幅 L の値を変化させたとき

の位相差を図 3に示す．図 3より，wを 0.2 µm，

Lを 0.2 µmとして位相差 180°が達成される. 

 

 

図 1 偏光回折格子の構造 

 

図 2 サブ波長構造 

 

図 3 格子・溝の幅と位相差の関係 

3. 偏光回折格子の設計 

 連続的な光軸の回転が難しいので、離散的に

光軸を回転させる.PG の周期の分割数を変え

た時の回折効率への影響を図 4に示す。8分割

以上では回折効率が 90%以上でほとんど一定

となっている。 

 

図 4 分割数と回折効率の関係 
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